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国
連
に
お
け
る
障
害
者
政
策
の
枠
組
み
と
障
害
者
権
利
条
約

伊
東
亜
紀
子

特 集特 集
●
は
じ
め
に

　

国
連
障
害
者
人
権
条
約
が
二
〇
〇
六
年
に
国
連

総
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
障

害
者
政
策
の
国
連
に
お
け
る
政
策
の
枠
組
み
は

「
三
つ
の
柱
」
を
基
盤
と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
と

な
っ
た
。

　

①
国
連
障
害
者
人
権
条
約
と
同
選
択
議
定
書

（
二
〇
〇
六
年
）、
②
障
害
者
の
機
会
均
等
に
関
す

る
標
準
規
則
（
一
九
九
三
年
）
そ
し
て
、
③
障
害

者
に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
（
一
九
八
二
年
）
で

あ
る
。
こ
の
①
～
③
の
文
書
は
障
害
に
関
す
る
国

際
規
範
の
中
核
と
い
え
る
。
同
条
約
は
二
〇
〇
八

年
五
月
三
日
に
発
効
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ

の
発
効
に
際
し
、
国
連
と
い
う
多
国
間
協
議
の
場

で
新
た
な
「
障
害
に
関
す
る
政
策
の
枠
組
み
」 

を

ど
の
よ
う
に
定
義
し
、
他
の
国
連
文
書
と
の
関
連

及
び
位
置
付
け
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
活
発
な
議

論
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
「
障
害
に
関
す
る

政
策
の
枠
組
み
」
に
お
い
て
「
障
害
者
世
界
行
動

計
画
」
は
障
害
政
策
に
関
す
る
枠
組
み
を
呈
示
す

る
「
計
画
書
」，「
障
害
者
機
会
均
等
に
関
す
る
標

準
規
則
」
は
政
策
立
案
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

障
害
者
人
権
条
約
は
い
う
ま
で
も
な
く
法
的
拘
束

力
を
持
つ
国
際
人
権
法
の
文
書
で
あ
る
。

●�

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
提
案
の
障
害
者
世

界
行
動
計
画

　

昨
年
の
国
連
第
六
二
回
総
会
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
が
提
案
し
た
障
害
者
世
界
行
動
計
画
の
実
施
に

関
す
る
決
議
案
が
、「
Ｇ
77
と
中
国
」（
開
発
途
上

国
七
七
カ
国
＋
中
国
）
を
中
心
に
一
〇
五
カ
国
も

の
共
同
提
案
国
の
も
と
に
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。
同
決
議
は
、
障
害
を
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
に
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
し
て
い
く
た
め
に
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
ゴ
ー
ル
の
達
成
を
目
指
し
た
プ
ロ
セ
ス
及
び

そ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
障
害
を
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム
化
し
て
い
く
骨
子
の
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
七
年
以
来
、
五
年
ご
と
に
事
務
総
長
報

告
書
と
し
て
世
界
行
動
計
画
の
実
施
に
関
す
る
研

究
分
析
が
提
出
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
総
会
決
議

に
よ
れ
ば
、
第
五
回
報
告
書
を
二
〇
〇
八
年
の
第

六
三
回
総
会
へ
提
出
す
る
よ
う
国
連
事
務
局
に
要

請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
五
年
ご
と
の
報
告

書
は
障
害
者
人
権
条
約
の
起
草
等
で
遅
延
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
決
議
に
よ
っ
て
二
〇
〇
八
年
の
総
会

に
お
け
る
障
害
と
開
発
に
関
す
る
協
議
の
「
目
玉

商
品
」
と
決
ま
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
世
界
行
動

計
画
自
体
が
一
九
八
二
年
時
の
文
書
で
あ
る
た
め
、

内
容
自
体
を
更
新
す
る
必
要
と
そ
の
具
体
案
も
同

時
に
事
務
総
長
報
告
書
の
付
帯
文
書
と
し
て
提
出

さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。 

●「
三
つ
の
柱
」

　

昨
年
ま
で
は
、国
連
の
政
策
決
定
過
程
で
は「
障

害
者
の
機
会
均
等
に
関
す
る
標
準
規
則
」
は
社
会

開
発
委
員
会
の
討
議
を
経
て
経
済
社
会
理
事
会
に

よ
る
決
議
、
ま
た
そ
の
一
方
、
障
害
者
条
約
起
草

の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
関
連
決
議
お
よ
び
「
障
害
者

行
動
計
画
」
実
施
に
関
す
る
決
議
は
総
会
で
と
い

う
よ
う
に
別
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
前
述
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
決
議
案
か
ら
、「
三
つ
の
柱
」
と
し
て
世

界
行
動
計
画
の
実
施
に
も
そ
の「
シ
ナ
ジ
ー
」（
相

乗
効
果
）
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
三
つ
の
柱
」
の
各
々
の
政
策
文
書
の
違
い
に

関
し
て
、
一
部
に
不
正
確
な
認
識
も
あ
っ
た
せ
い

か
、
加
盟
国
の
中
に
は
「
条
約
が
既
に
締
結
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
理
由
で
世
界
行
動
計
画
と
標
準

規
則
に
は
重
き
を
置
か
な
く
て
い
い
と
い
う
意
見

も
出
て
き
た
。
こ
の
状
況
に
際
し
て
、
国
連
と
障

害
者
の
一
〇
年
（
一
九
八
三
～
九
二
年
）
以
来
国

連
の
障
害
と
開
発
に
関
す
る
政
策
立
案
リ
ー
ダ
ー

国際機関における「障害と開発」の最新の動きを探る

─ 

障
害
に
関
す
る
新
た
な
規
範
と
そ
の
枠
組
み
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国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
第

六
二
回
総
会
で
世
界
行
動
計
画
の
意
義
、
障
害
と

開
発
の
連
繋
を
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
実
施
目
標
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
化
す
る
決
議

案
を
総
会
の
採
択
に
持
ち
込
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
っ

て
国
際
社
会
に
お
け
る
障
害
に
関
す
る
「
三
つ
の

柱
」
の
シ
ナ
ジ
ー
の
重
要
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ

た
。
開
発
の
枠
組
み
の
な
か
に
障
害
を
組
み
入
れ

て
い
く
た
め
に
政
治
的
な
レ
ベ
ル
で
決
定
的
な
方

向
付
け
を
可
能
に
せ
し
め
た
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

功
績
で
あ
る
。

　

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
「
Ｇ
77
と
中
国
」
の
代
表

国
と
し
て
今
年
二
月
に
行
わ
れ
た
第
四
六
回
国
連

社
会
開
発
委
員
会
で
も
世
界
行
動
計
画
の
実
施
と

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
ゴ
ー
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
の

連
繋
を
再
び
「
障
害
の
開
発
に
お
け
る
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ム
化
」
決
議
と
し
て
提
案
し
、
社
会
開
発

委
員
会
で
も
採
択
さ
れ
た
。

●
特
別
報
告
者
の
任
期
延
長

　

一
方
「
障
害
者
の
機
会
均
等
に
関
す
る
標
準
規

則
」
実
施
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
任
さ
れ
て
い
る
社

会
開
発
委
員
会
の
特
別
報
告
者
は
今
年
末
で
の
任

期
切
れ
と
な
る
が
、
障
害
者
人
権
条
約
の
締
結
で

あ
ら
た
な
政
策
的
枠
組
み
が
拡
大
し
た
こ
と
を
う

け
、
任
期
を
一
期
（
三
年
）
更
新
す
る
こ
と
と
、

障
害
政
策
の
「
三
本
の
柱
」
に
共
通
す
る
障
害
者

の
人
権
全
般
に
関
す
る
意
識
改
革
を
特
別
報
告
者

の
任
務
の
一
部
と
す
る
こ
の
二
本
の
社
会
開
発
委

員
会
に
お
け
る
決
議
は
、
今
年
七
月
の
国
連
経
済

社
会
理
事
会
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●�

三
位
一
体
の
障
害
関
連
国
連
政
策
文

書

　
「
障
害
者
人
権
条
約
」
と
い
う
法
的
拘
束
力
を

も
つ
国
際
人
権
法
文
書
、
障
害
政
策
の
枠
組
み
及

び
政
策
立
案
、
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

あ
る
「
障
害
者
に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
」、「
障

害
者
の
機
会
均
等
に
関
す
る
標
準
規
則
」
と
い
う

政
策
文
書
は
三
位
一
体
で
こ
れ
か
ら
の
国
際
的
、

地
域
レ
ベ
ル
で
の
新
た
な
障
害
者
に
関
す
る
政
策

的
枠
組
み
の
強
化
、
国
内
に
お
け
る
障
害
者
の
人

権
、
開
発
へ
の
完
全
参
加
を
目
指
し
た
法
制
度
、

政
策
的
枠
組
み
の
構
築
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
て

い
く
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

国
連
で
は
第
六
三
回
総
会
に
提
出
さ
れ
る
「
障

害
者
に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
実
施
に
関
す
る
事

務
総
長
報
告
書
」
を
も
と
に
し
た
こ
の
秋
の
総
会

で
の
協
議
に
そ
の
多
く
の
解
答
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
い
か
に
し
て
開
発
問
題
に
障
害
者
の
人
権
の

観
点
を
統
合
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
を
前
に
他

の
分
野
と
の
協
力
体
制
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
確
立

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
の
関
連

　

こ
こ
で
開
発
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
及
び
女
性

の
人
権
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
言
及

し
て
お
き
た
い
。
現
在
国
連
で
は
女
性
の
地
位
向

上
部
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
（
国
連
女
性
開
発
基
金
）、

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｉ
（
国
連
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
特
別
顧
問

事
務
所
）
な
ど
を
含
め
国
連
に
お
け
る
女
性
の
地

位
促
進
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
す
る
機
構
の
構
築

と
そ
の
戦
略
的
な
枠
組
み
の
包
括
的
な
構
築
が
国

連
改
革
の
中
の
最
優
先
事
項
の
一
つ
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。
障
害
の
場
合
も
平
等
と
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
を
掲
げ
ツ
イ
ン
ト
ラ
ッ
ク
・
ア
プ

ロ
ー
チ
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
認
識
が
広

ま
っ
て
き
て
い
る
。
障
害
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
人
権

と
開
発
と
い
う
両
輪
で
進
め
て
い
く
た
め
に
平
等

促
進
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
ま
な
ぶ
べ

き
点
は
多
い
。
た
だ
障
害
の
場
合
は
女
性
の
人
権

に
関
す
る
北
京
宣
言
と
行
動
計
画
に
あ
た
る
行
動

綱
領
が
な
く
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
開
発
そ
の

他
の
分
野
に
繋
げ
て
い
く
行
動
計
画
も
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
Ｍ
に
あ
た
る
開
発
機
関
が
未
だ
欠
如
し
て
い
る

た
め
、
障
害
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
化
の
進
捗
が

阻
ま
れ
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

障
害
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
よ
う
に
社
会
分
析
の
一

手
法
と
な
る
た
め
に
、
そ
の
先
進
性
が
多
く
の
研

究
者
に
よ
っ
て
迅
速
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
法
律
や

Ｉ
Ｔ
、
科
学
技
術
一
般
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
学

術
研
究
に
実
り
を
も
た
ら
す
こ
と
が
、
条
約
の
実

効
性
に
と
っ
て
今
一
番
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
障
害
と
開
発
の
分
野
の
主
眼
点
は

人
権
の
概
念
、
規
範
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

が
ど
の
よ
う
に
開
発
に
貢
献
で
き
る
か
、
障
害
者
、

そ
し
て
障
害
自
体
の
概
念
が
こ
れ
か
ら
の
開
発
援

助
、
開
発
協
力
の
中
で
い
か
に
新
た
な
視
点
を
提

供
し
う
る
か
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
い
と
う　

あ
き
こ
／
国
連
Ｎ
Ｙ
本
部
経
済

社
会
局
障
害
人
権
条
約
事
務
局
責
任
者
）

特 集特 集
国際機関における「障害と開発」の最新の動きを探る


